
　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に

あ
た
り
町
議
会
を
代
表
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続

き
、
町
内
で
も
農
作
物
を
は
じ
め

数
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
地
震
や
大
雨

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
自
然
の
脅

威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
日

常
の
防
災
体
制
の
強
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
の
重
要

性
を
認
識
し
、今
こ
そ
「
万
が
一
」

に
備
え
た
自
助
・
共
助
・
公
助
の

あ
り
方
を
、
し
っ
か
り
学
び
災
害

に
強
い
町
を
構
築
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
内
に
目
を
向
け
て
み

ま
す
と
、
２
０
２
０
年
4
月
開
校

予
定
の
県
立
新
設
高
校
着
工
の

槌つ
ち
お
と音

が
響
く
中
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
町
民
体
育
館
な

ど
、
町
内
主
要
施
設
の
移
転
建
設

が
進
行
し
、
市
川
地
区
児
童
館
、

市
川
富
士
見
保
育
所
及
び
八
乙
女

自
治
公
民
館
な
ど
、
新
施
設
は
す

で
に
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
中
部
横

断
自
動
車
道
の
進
捗
状
況
を
見
据

え
、
先
見
性
を
持
っ
た
対
応
を
進

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
本
町
の
基
本
計
画

に
沿
う
形
で
、
農
業
振
興
や
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
生
産
品
の
開

発
、
商
工
業
の
活
性
化
、
高
齢
者
、

障
害
者
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
支

援
策
な
ど
を
実
施
し
、
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
た
め
教
育
振
興
策

に
も
全
力
で
あ
た
り
、
関
連
事
業

な
ど
確
実
に
前
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
議
会

運
営
の
効
率
化
の
た
め
、
自
ら
の

改
革
に
も
取
り
組
み
、
本
町
発

展
の
た
め
の
課
題
解
決
に
向
け
て

日
々
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
生
活
拠
点
を
念
頭
に
、

「
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
、
様
々
な
町
政
解
決
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
新
し
い
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
方
に
と
っ
て
、
良
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
間

も
な
く
８
年
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
は

４
月
に
震
度
７
を
２
回
記
録
し
た

熊
本
地
震
、
２
０
１
７
年
（
平
成

29
年
）は
７
月
に
九
州
北
部
豪
雨
、

昨
年
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

は
６
月
に
大
阪
府
北
部
地
震
、
７

月
に
西
日
本
豪
雨
、
土
砂
災
害
、

９
月
の
北
海
道
胆い

ぶ
り振
東
部
地
震
は

厚あ
つ
ま真
町
で
震
度
７
を
記
録
し
、
死

者
41
人
の
未
曾
有
の
地
震
災
害
で

し
た
。

　

全
国
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
や

大
型
台
風
に
よ
る
土
砂
災
害
や
風

水
害
が
発
生
。
日
本
は
地
震
列
島

で
あ
り
、
急
峻
な
地
形
か
ら
災
害

を
受
け
や
す
い
国
土
で
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
富
士
山
噴

火
な
ど
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模
震

災
、
豪
雨
災
害
か
ら
町
民
の
皆
さ

ま
を
守
る
、
防
災
減
災
対
策
の
強

化
が
急
務
で
す
。

　

芦
川
護
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
期
間
が
２
０
１
３
年
度

（
平
成
25
年
度
）
か
ら
２
０
２
４

年
度
ま
で
の
12
年
間
で
範
囲
は
、

笛
吹
川
合
流
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
身
延
線

橋
ま
で
約
１
３
０
０
ｍ
で
す
。
整

備
に
遅
延
の
な
い
よ
う
、
国
土
交

通
省
へ
予
算
確
保
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
（
平
成
30
年
）
は
町
道
矢

作
上
野
線
（
新
三
珠
陸
橋
）
が
全

線
で
通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
川
保
育
所
（
築
47
年
）、
富

士
見
保
育
所
（
築
42
年
）
を
統
合

し
、
新
園
舎
を
建
設
、
市
川
富
士

見
保
育
所
と
し
て
、
昨
年
８
月
17

日
に
開
園
し
ま
し
た
。

　

昨
年
着
工
し
ま
し
た
、
新
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
生
涯
学
習
館
、

図
書
館
、
体
育
館
）
が
本
年
12
月

に
完
成
し
、
来
年
１
月
に
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

　

峡
南
地
域
北
部
新
設
高
校
は
県

立
高
校
３
校
を
再
編
し
て
開
校
し

ま
す
が
、
本
年
１
月
に
着
工
し
、

来
年
３
月
に
完
成
、
４
月
開
校
予

定
で
す
。

　

本
年
、
中
部
横
断
自
動
車
道

の
六
郷
以
南
の
開
通
、
来
年

（
２
０
２
０
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、

２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
、
東
京
―
名
古
屋
間
の
営
業
開

始
な
ど
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

自
治
体
と
し
て
、
自
主
、
自
立

の
精
神
、
姿
勢
を
持
っ
て
地
方
分

権
改
革
、
地
方
創
生
を
実
践
し
て

い
く
時
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
財
政

規
律
を
守
り
、
ご
高
齢
者
を
敬
い

尊
ぶ
畏
敬
の
心
と
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
責
任
を
も
つ
町
政
で
あ

る
こ
と
の
決
意
を
新
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

平
成
31
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

高  

尾    

貫

亥
年
。

地方分権改革・地方創生を―住みやすいまちづくりを―

　

２
０
１
９
年
は
亥い

年
で
す
。

■
突
き
出
た
鼻
が
大
活
躍

　

イ
ノ
シ
シ
（
猪
、ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
）

は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
と
そ
の
周
辺

の
島
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
東
北
地
方

の
北
部
や
北
陸
、
北
海
道
な
ど
の
豪
雪

地
域
に
は
生
息
し
て
い
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
、
生
息
域
が
徐
々
に
北
上
し
て
い
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
雑
食
で
、
と
に
か
く
よ

く
食
べ
ま
す
。
樹
皮
や
葉
っ
ぱ
、
タ
ケ

ノ
コ
、
キ
ノ
コ
、
ヤ
マ
イ
モ
、
ク
リ
や

シ
イ
の
実
な
ど
の
植
物
か
ら
、
昆
虫
、

ミ
ミ
ズ
、
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
カ
エ
ル
な

ど
の
小
動
物
ま
で
口
に
し
ま
す
。
嗅
覚

が
鋭
く
、
前
へ
突
き
出
た
長
い
鼻
が
大

活
躍
し
ま
す
。
そ
の
鼻
先
の
力
が
と
て

も
強
く
、
鼻
を
使
っ
て
、
土
中
の
食
べ

物
を
掘
り
出
し
た
り
、
石
や
枝
な
ど
の

障
害
物
を
押
し
の
け
た
り
し
ま
す
。

■
食
肉
と
し
て
の
活
用

　

シ
カ
と
と
も
に
、
農
作
物
に
被
害

を
与
え
る
野
生
鳥
獣
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
イ
ノ
シ
シ
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

全
国
で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、
捕
獲
し
た
個
体
を
食
肉
と

し
て
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
の
肉
は
、
野
山
を
駆
け
巡

り
、
自
然
の
エ
サ
で
健
康
的
に
育
っ
た

肉
な
の
で
、
脂
肪
が
少
な
く
引
き
締
ま

り
、
栄
養
も
豊
富
で
ヘ
ル
シ
ー
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
鍋
を
「
ぼ
た
ん

鍋
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
昔

か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
食
べ
る
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
メ
ン
チ
コ

ロ
ッ
ケ
や
カ
レ
ー
、
い
の
し
し
丼
な
ど

に
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

■
イ
ノ
シ
シ
な
ら
で
は
の
こ
と
わ
ざ

　

イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
慣
用
句
・
こ

と
わ
ざ
と
い
え
ば
「
猪
突
猛
進
」。「
周

囲
の
人
の
こ
と
や
状
況
を
考
え
ず
に
、

一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
猛
烈
な
勢

い
で
突
き
進
む
こ
と
」
を
言
い
ま
す
。

ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
の
は
よ
い
の
で

す
が
、
周
り
の
こ
と
を
考
え
な
い
の
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

同
じ
よ
う
な
言
葉
に
「
あ
と
さ
き
見

ず
の
猪
武
者
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
、
後
先
考
え
ず
に
、
が
む
し
ゃ
ら
に

物
事
を
進
め
る
人
、
状
況
を
考
え
な
い

無
分
別
な
人
の
こ
と
を
言
い
、
こ
れ
も

あ
ま
り
褒
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

言
葉
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
は
ま
っ
す
ぐ
前

に
し
か
進
め
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
際
は
、
状
況
に
応
じ
て
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
自
由
自
在
に
動
く
よ
う
で
す
。

■
新
た
な
挑
戦
の
年
に

　

そ
れ
で
も
、「
猪
突
猛
進
」
に
あ
や

か
っ
て
、
２
０
１
９
年
は
、
何
事
に

も
「
突
き
進
み
た
い
」
も
の
。
新
た
な

年
の
始
ま
り
は
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
挑
戦
す
る
よ
い
機
会
で
す
。

新
た
な
元
号
に
変
わ
る
節
目
の
年
で

も
あ
る
２
０
１
９
年
を
、
何
か
を
始
め

る
き
っ
か
け
の
年
に
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品(

後
発
医
薬
品)

を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、新
薬(

先
発
医
薬
品)

と
治
療
学
的
に
同
等
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
厚
生

労
働
大
臣
に
よ
り
製
造
販
売
が
承
認
さ
れ
た
医
薬

品
の
こ
と
を
い
い
、
新
薬
に
比
べ
薬
価
が
安
く
、

品
質
、
安
全
性
及
び
有
効
性
は
新
薬
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

医
者
や
、
薬
剤
師
と
相
談
し
、
積
極
的
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
は

な
ぜ
安
い
？

本
町
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

使
用
率
は
？

ジェネリック医薬品の効果額は？

問町町民課国保年金係 ☎ 055-272-1105

　

町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
と
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
５
名
の
教
育
委

員
が
委
員
会
内
の
業
務
が
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
左
の
３
点

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
５
段

階
で
自
己
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
評
価
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
意

見
や
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
29
項
目
の
平
均

値
は
３
・
７
で
、
最
も
高
か
っ
た
の

は
「
外
国
語
教
育
の
推
進
に
努
め

て
い
る
か
」「
学
校
等
の
施
設
の
充

実
に
努
め
て
い
る
か
」
で
４
・
４
で

し
た
。
ま
た
、
最
も
低
か
っ
た
の

は
「
伝
統
芸
能
保
護
団
体
相
互
の

交
流
に
努
め
て
い
る
か
」
で
３
・
０

で
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
は
「
峡
南
北
部
高

校
再
編
に
伴
う
、
町
民
会
館
・
図
書

館
、
町
民
体
育
館
等
の
移
転
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
期
待
に
応
え
て
各
建

設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
様
々
な
意

見
を
反
映
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
31
年
度
末
の
施
設
完
成
が
待

た
れ
る
。」「
学
校
現
場
の
要
望
や
意

見
が
、
教
育
行
政
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。」
と
の
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

評価のための基本的な考え方
① �『自然・歴史・文化などを活かした「にぎわい」づくり～子どもたちの

未来へ伝統と安心をつなげて～』を町の将来像とし「ふるさとを愛する
まちづくり」、「文化や歴史を守るまちづくり」、「交流するまちづくり」を
基本的な考え方として、実態に合ったものとする。

② 委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする。

③ �５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
平成29年度町教育委員会
事務の管理、執行状況の
点検と評価

平成２９年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

ふるさと
キャリア

教育の充実

ふるさとに誇りを持ち、将来の生き方の基盤となるよ
う地域の自然、歴史人物、文化、伝統産業、特色ある
産業など、学習を積極的に進めているか。

3.2

学校教育
の充実

「生きる力」を育む適切な教育課程の実施・評価・改善
をしているか。 3.8

「確かな学力」を育む指導・評価を推進しているか。 4.0
生徒指導の充実を推進しているか。 3.8

体育・スポーツ及び健康・安全に関する基礎基本とな
る資質能力の育成を推進しているか。 3.6

外国語教育の推進に努めているか。 4.4
学校・家庭・地域との連携と協働活動を推進しているか。 4.0
健康安全指導の充実に努めているか。 3.8

生涯学習
スポーツ
の推進

公民館活動の支援は充実しているか。 3.6
図書館事業は充実しているか。 3.8
各種講座は充実しているか。 4.0
ひとり・１スポーツの推進に努力しているか。 3.4
スポーツ推進委員の連携・協働の強化を図っているか。 3.4
スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.2
スポーツ指導者育成に努めているか。 3.4
青少年の健全育成に努めているか。 4.0

文化・芸術
の振興

文化・芸術に触れる機会の推進に努めているか。 3.6
文化・芸術活動への支援及び助成に努めているか。 3.8
学び発表する場の充実に努めているか。 3.4

地域・伝統
の継承

伝統芸能・技能の保護に努めているか 3.8
伝統芸能保護団体相互の交流に努めているか。 3.0
文化財の保護のあり方の検討と保存の推進に努めているか。 3.4

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 3.8
企画、指導、管理は適切か。 3.8
人事や組織の改善に努めているか。 3.6
学校等の施設の充実に努めているか。 4.4

国際交流
の推進

国際交流の為の語学力強化の推進に努めているか。 3.6
異文化理解の推進に努めているか。 4.0
姉妹都市との派遣交流の推進に努めているか。 4.0

総平均値（上記 29 項目の評定の平均値） 3.7

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 29 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足  ４:満足  ３:普通  ２:不満  １:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎ 055-272-6093

　

新
薬
の
開
発
に
は
莫
大
な
時
間
と
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
新
薬
を
し
ば
ら
く
の
間
、

他
の
人
に
製
造
・
販
売
を
さ
れ
な
い
よ
う
に

特
許
で
守
り
ま
す
。
こ
の
特
許
期
間
が
切
れ

た
後
に
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
で
つ
く
ら
れ

る
薬
品
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
比
べ
、

開
発
費
用
・
開
発
期
間
が
少
な
く
な
る
た
め
、

薬
価
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

図
１
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
県

内
市
町
村
使
用
率
平
均
と
本
町
の
使
用
率
を

示
し
ま
す
。
本
町
で
は
、
平
成
28
年
3
月
末

～
平
成
30
年
3
月
末
の
間
に
11
・
７
％
上
昇

し
て
い
ま
す
が
県
内
市
町
村
の
平
均
使
用
率

と
比
べ
る
と
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　図２では、最大効果額の大きい医薬品上位３種を
示しています。最大効果額とは、新薬から最も安価
なジェネリック医薬品に変えたときの差額をいいま
す。高血圧症や糖尿病などの慢性疾患の治療には、
薬の長期的な服用が必要なため、多くの薬剤が必要
となります。ジェネリック医薬品に変えることで、
町の医療費の抑制となることはもちろん、患者さん
本人の自己負担額軽減にも繋がります。

ジェネリック
医薬品に

してみませんか？
新薬と同じ有効成分、効き目も同等。
安全・安心で、家計にやさしいお薬。
それがジェネリック医薬品です。                                                          

H28.３

４６．７％

５４．７％

５８．４％

県と町の使用率推移（図１）

５５．３％
６１．６％

６６．８％

H29.３ H30.３

町

県

薬品名 薬剤料額 最大効果額

第１位 血圧降下剤 21,631 千円 6,229 千円

第２位 精神神経用剤 14,978 千円 4,434 千円

第３位 高脂血症用剤 16,924 千円 3,432 千円

　町では、長期的な医療費抑制を目指すため、平成 28 年９月に第
１期データヘルス計画を策定し、保健事業を実施してきました。
　第１期データヘルス計画を分析・評価するとともに国保の医療費
等の現状を分析し、より効果的かつ効率的な保健事業を行うため
に第２期データヘルス計画を策定しました。
　詳しくは町HPをご確認ください。
http://www.town.ichikawamisato.yamanashi.jp/index.html

「行政情報」→「町民課からのお知らせ」→「第２期データヘルス計画」

医療費節約
進

めよう！

DATA HEALTH

市川三郷町
データヘルス
　　計画策定

Plan

Do

Ac
t

Ch
ec

k

町
の
電
子
カ
ル
テ

町
の
電
子
カ
ル
テ

町
の
電
子
カ
ル
テ

DATA HEALTH

データヘルス計画策定データヘルス計画策定
市川三郷町

第２期第２期第２期

医療費増加
抑

えよう！

最大効果額ランキング（図２）　（平成２９年度数値・市川三郷町）

医者や薬剤師と相談をして、
積極的にジェネリック医薬品を活用しましょう。

国民健康保険に関するお知らせ
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PICK UP
　

山
梨
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
使

用
の
自
動
車
燃
料
費
が
対
象
で
す
。

【
対
象
者
】
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自

動
車
税
（
二
輪
車
を
除
く
）
の
減
免

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
年
度
途

中
に
お
い
て
減
免
の
条
件
に
該
当
し
、

翌
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
▽
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
▽
戦
傷
病

者
手
帳
特
別
項
症
第
１
項
症
ま
た
は

第
２
項
症
に
該
当
す
る
方
▽
当
該
心

身
障
害
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る

方
※
山
梨
県
ナ
ン
バ
ー
以
外
対
象
外

【
申
請
用
紙
】
▽
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
▽
町
役
場
福
祉
支
援
課
▽
三
珠

支
所
▽
六
郷
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】申
請
に
は
、領
収
書（
請

求
者
の
氏
名
・
販
売
店
の
印
が
あ
る

も
の
）
ま
た
は
、
支
払
い
証
明
書
が

必
要
で
す
。

【
受
付
日
時
・
会
場
】
次
の
い
ず
れ

か
の
会
場
で
、
助
成
金
の
請
求
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

■
１
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
南
部
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
１
月
18
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
市
川
三
郷
町
役
場
本
庁
舎
１
階

大
会
議
室

■
１
月
21
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
身
延
町
中
富
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
１
階
会
議
室

■
１
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
小
会
議
室

※
手
帳
・
車
検
証
・
印
鑑
・
通
帳
持
参

※�

都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
峡
南
保

健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
南
巨
摩
合

同
庁
舎
１
階
）
で
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。（
２
月
８
日
午
後
５
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
】

峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
８
１
４
５

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童

が
帰
宅
後
、
家
庭
で
適
切
な
保
護

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
入
所
説
明
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
初
め
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご

参
加
下
さ
い
。

※�

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
利
用
中
の
ク
ラ
ブ

よ
り
入
所
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

※�

各
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
す
る
ク
ラ
ブ

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

町
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
1

年
生
か
ら
６
年
生
の
う
ち

①�

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童

②�

保
護
者
が
疾
病
な
ど
で
日
中
適
切

な
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

③�

そ
の
他
、
健
全
育
成
上
指
導
を
必

要
と
す
る
児
童

【
日
程
】
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
か
ら
。
受
付
は
午
後
６
時
40
分
～

■
２
月
６
日
㈬

六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
２
月
７
日
㈭

三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

■
２
月
８
日
㈮

役
場
本
庁
舎
１
階 

大
会
議
室

※�
い
ず
れ
の
会
場
で
も
参
加
可
能

※�

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
を
予
定

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
４

障
害
者
の
方
へ
自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
希
望
の
方
は
、必
ず
説
明
会
に
ご
参
加
下
さ
い

　「ファミリーサポート市川三郷」では、地域の子
育てにお力添えをいただける方を募集しています。
子育てサポーターは次のような活動を行い、子育
て家庭の手助けをします。＊有償ボランティアです

■�早出や残業のとき、保育園や学童、習いごと
への送迎など

■�子育てに関する困りごとへの手助け など
　子育てサポーターになるためには養成講座（原
則全日程参加）を受けていただくことになります。

【養成講座の日程】

２月 7 日㈭     午前９時 30 分～午後3 時
２月 12 日㈫  午前９時 30 分～午前 11 時 30 分
２月 21 日㈭  午前９時～午後３時 30 分

（終了後授与式）
【持ち物】筆記用具

【問い合わせ・申し込み】

ファミリーサポート市川三郷☎ 080-5685-1152

町いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114

子育てサポーター養成講座 地域の子育てに力をいただける方を募集

臨
時
職
員
等

登
録
者
募
集

■
職
務
内
容
　
※
は
有
資
格
者

　
一
般
事
務
補
助

　
学
校
用
務
員

　
学
校
司
書
※

　
司
書
※

　
図
書
館
事
務
補
助

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
※

　
調
理
員

　
栄
養
士
※

　
公
民
館
主
事

　
観
光
施
設
管
理
人

　
道
路
補
修
作
業
員

　
用
務
員

　
保
育
士
※

　
管
理
栄
養
士
※

　
看
護
師
※

　
介
護
支
援
専
門
員
※

　
保
健
師
※

　
社
会
福
祉
士
※

　
温
泉
施
設
受
付
兼
事
務

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　
児
童
館
指
導
員

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
業
務
員

　
医
療
事
務
※

　
駅
乗
車
券
販
売
員

　
公
営
企
業
会
計
事
務
※

　
公
用
車
運
転
技
術
員
※
　
　 

な
ど 

■
採
用
方
法

　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
各
所
属
に

お
い
て
審
査
（
書
類
審
査
、
面
接
）
を

行
い
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
対
象

　

昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

■
勤
務
条
件

【
勤
務
場
所
】

　

町
役
場
（
本
庁
舎
、
分
庁
舎
）

　

出
先
機
関
又
は
勤
務（
作
業
）現
場

【
任
用
期
間
】

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
32
年
３
月
31
日
の
間

（
期
間
は
６
カ
月
の
範
囲
内
）

＊�

最
長
６
カ
月
の
期
間
を
延
長
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
日
】

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

週
５
日
以
内
の
勤
務

＊�

観
光
施
設
管
理
人
、
温
泉
施
設
受
付

兼
事
務
、
公
用
車
運
転
技
術
員
、
駅

乗
車
券
販
売
員
、
用
務
員
は
土
日
勤

務
及
び
祝
日
勤
務
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

＊�

公
民
館
主
事
（
２
施
設
の
み
）、
医
療

事
務
は
土
曜
勤
務
、
司
書
、
図
書
館

事
務
補
助
は
土
日
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊�

職
種
に
よ
り
勤
務
時
間
が
変
わ
る
場

合
や
短
時
間
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

【
賃
金
等
待
遇
】

　

町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
等
を
適
用

■
受
付
期
間

　

平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
ま
で

■
申
込
方
法

　

本
町
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
役
場
総

務
課
庶
務
係
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

（
郵
送
可
、
締
切
日
必
着
）。
提
出
さ
れ

た
履
歴
書
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
指

定
の
履
歴
書
は
町
総
務
課
で
お
渡
し
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
限

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

問 町総務課庶務係（制度に関する問い合わせ）☎ 055-272-1102
業務に関する問い合わせは、各担当におつなぎします

　
町
で
は
、
平
成
31
年
度
に

臨
時
職
員
な
ど
で
仕
事
を

希
望
す
る
方
の
登
録
を
行

い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
下
記
に
よ
り
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　
な
お
、
町
の
臨
時
職
員
等

の
採
用
は
、
こ
の
制
度
に
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
選
考
で
決

定
す
る
も
の
で
、
任
用
を
約

束
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
ま
た
、
状
況
に
応
じ
、
再

募
集
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

就
職
な
ど
で
登
録
を
取
り

消
し
た
い
場
合
は
速
や
か

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

受付期間

１月15日火 まで

　1　1
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